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　11 月９日、八千代グリーンビレッジ　11 月９日、八千代グリーンビレッジ

で、町内の小学生を対象に英語でさまざで、町内の小学生を対象に英語でさまざ

まなゲームを楽しむ「HANAMARU English まなゲームを楽しむ「HANAMARU English 

Camp2024」を開催しました。Camp2024」を開催しました。

主な内容主な内容

◎特定不妊治療費の一部を助成・・・２ページ◎特定不妊治療費の一部を助成・・・２ページ

◎八千代町 SDGs パートナー登録交付式を開催◎八千代町 SDGs パートナー登録交付式を開催

・・・３ページ・・・３ページ
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詳詳細細ははここちちらら
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茨茨城城県県知知事事登登録録旅旅行行業業 第第２２－－３３１１４４

八八千千代代町町 時時発発～～ 浅浅草草散散策策 浅浅草草寺寺・・仲仲見見世世通通りり ～～浅浅草草演演芸芸ホホーールル 寄寄席席 ～～葵葵丸丸進進 昼昼食食 ～～和和菓菓子子作作りり体体験験ととおお抹抹茶茶～～八八千千代代町町 頃頃着着予予定定

■■ 運運行行ババスス会会社社：：自自社社ババスス（（ササワワキキ観観光光ババスス））ババススガガイイトト同同行行

■■ 最最少少催催行行人人員員：：２２５５名名 〈〈受受付付人人員員：： 名名様様よよりり〉〉
■■ ココーースス：：八八千千代代町町役役場場 ：： 発発

※写真はイメージです

旅旅行行代代金金
（（おおひひととりり様様））

出出発発日日：：１１月月２２５５日日（（土土））・・１１４４ ００００００円円（（税税込込））

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日 ： ～ ：

令和 年 新年あけまして 月のバスツアーはゆったりと浅草を満喫するコースです。
年近い歴史を持つ都内最古の寺院『浅草寺』で初参り♪ご利益は『所願成就』 心に願うことを叶えて下さります。

雷門をくぐり活気あふれる仲見世通りを散策。江戸時代から続く賑やかな商店街で美味しいものを見つけましょう！
仲見世通り散策後は令和 年初笑い♪浅草演芸ホールで寄席をお楽しみください。
昼食は浅草天ぷらの名店葵丸進です。美味しいお昼ご飯のあとは、和菓子作り体験でほっこりいたします。

【【貸貸切切ババスス代代・・昼昼食食代代・・演演芸芸ホホーールル入入場場料料・・和和菓菓子子作作りり体体験験料料をを含含むむ】】

浅草寺

広告

特定不妊治療費の
一部を助成します

特定不妊治療等を受けている夫婦の経済的負担軽減のため、

その治療費（自己負担分）の一部を助成します。

●対象となる治療
　（令和６年４月１日以降に開始した以下の治療）

　①特定不妊治療

　※体外受精、顕微授精など

　②男性不妊治療

　※①の過程で行われた、精巣または精巣上体から

　　精子を採取するための手術

　【対象とならない場合】

　○夫婦以外の第三者からの精子、卵子または胚の

　　提供を受けた場合

　○妻以外の第三者が代わりに妊娠、出産する場合

　○卵胞が発育しないなどにより、排卵に至らない

　　場合

●助成金額
　上限 10 万円

　※夫婦１組あたり１年度１回限り

　※上記の①②の治療費の自己負担合計金額が

　　10 万円未満のときはその額

●申請方法
　申請書に関係書類を添付し、１回の治療が終了した

　日の年度内にこども家庭課こども家庭センター係に

　申請してください。

　※詳細は、右記二次元コードの

　　町ホームページをご覧ください。

●対象者（次の要件を全て満たす人）

　○法律上の婚姻をしているまたは事実上の婚姻関係

　　にある夫婦

　○特定不妊治療および男性不妊治療を受けた夫婦

　○夫婦の双方または一方が助成金の申請をする日の

　　１年以上前から八千代町に住民登録していること

　○夫婦の双方に町税等の滞納がないこと

　○他市町村で類似の助成金等を受けていないこと

　※妻の年齢制限はありません。

●問い合わせ
　こども家庭課こども家庭センター係（保健センター内）

　℡ 0296-48-1955
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鈴鈴のの樹樹 ハハウウススププララスス
鈴鈴木木 浩浩司司

住宅のお悩みは鈴の樹ハウスプラスにご連絡ください。

住宅メンテナンス・高気密 高断熱住宅・
リフォーム・外壁塗装 他

八千代町東蕗田 656-2
TEL 0296-49-1697

FAX 0296-49-1697
携帯 090-4928-4483LINE友だち追加 インスタやってます

広告 広告

家具のケントク ﾄｰﾀﾙﾌｧｯｼｮﾝおおかわ よしむら化粧品店

衣料ショップおおやま ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ高島屋蕗田店 ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ高島屋菅谷店

飯 村 酒 店 総合衣料たてぐや 安 田 商 店
肉 の く ら も ち ﾊﾞﾗｴﾃｨｼｮｯﾌﾟたびや ﾌﾞｯｸｾﾝﾀｰ江戸屋

古沢文一商店 ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ツルマキ （ 有 ） ふ じ だな

倍倍セセーールル
【【期期間間】】

令
和
６
年
12月 日

月 日
21

12～

(土)

(火)31
会場：中央公民館 大ホール

八八千千代代ササーービビスス会会加加盟盟店店

ポイント

1月 日5 (日)令和７年

八八千千代代町町商商工工会会 TTeell：：４４９９－－３３２２３３２２
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆お問い合わせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

広告

10 月 11 日、役場庁議室で「八千代町 SDGs
パートナー登録交付式」を開催しました。
これは、パートナーとなる町内の企業や団体と
町がそれぞれ有する資源や知識を生かしながら
連携し、SDGs の達成や持続可能なまちづくりに
向けてさまざまな取り組みを行うことや
SDGs の普及啓発を目的としたものです。
今回は、７つの企業、団体を登録。
それぞれ SDGs パートナー宣言をした後、
木瀬副町長から登録証が手渡されました。

八千代町 SDGs パートナー
登録交付式を開催

【登録交付式参加企業・団体】
○株式会社エフピコ茨城
○株式会社エフピコ茨城八千代
○茨城県立八千代高等学校
○ Farmers Café Den 園
○株式会社カツミ産業
○株式会社 Future Farm Den 園
○社会福祉法人八千代町社会福祉協議会

問い合わせ
まちづくり推進課企画係（内線３４１０）

   八千代町 SDGs パートナー登録募集中
　【パートナー登録のメリット】
　○町の協力を得ながら SDGs の取り組みを推進できる
　○町民や町内在勤、在学者などへ八千代町 SDGs 推進
　　パートナーとしてＰＲできる
　○他のパートナーとの関係性を構築でき、SDGs 推進
　　に向けた新たな取り組みの実施や事業の展開が期待
　　できる
　【対象企業、団体】
　　町内に事業所などが所在し、SDGs の達成に向けた
　　取り組みや活動を実施している（する予定のある）
　　企業・団体など
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日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

　令和６年 12 月２日から、現行の健康保険証（国保・後期）

は新規発行、再発行がされなくなります。現在お持ちの保険証

は、有効期限まで使用できます。マイナ保険証をお持ちでない

方も「資格確認証」を使って、病院などを受診できます。

■マイナ保険証をお持ちでない人

　申請不要で資格確認書が発行されます。

■新たに後期高齢者になった人

　申請不要で資格確認書が発行されます（令和７年７月末まで）。

■マイナ保険証での受診が困難な人

　役場１階国保年金課窓口に申請すると、資格確認書が発行され

　ます。

確定申告をもっと便利に！

マイナポータル連携説明会

マイナポータル連携をすると何ができる？

○医療費控除や寄附金控除（ふるさと納税）などの

　領収書などの収集、集計が不要になる

○給与所得（一部要件あり）や公的年金などの雑所得

　の情報が自動で入力される

○自宅で確定申告ができる

日　　  時　12 月 13 日（金）

　　　　　　　午前 10 時～、11 時～、午後１時～、２時～

場　　  所　役場町民ホール

定　　  員　各回先着 20 人

持  ち  物　

○スマートフォン

　（マイナンバーカード読み取り対応の機種）

○マイナンバーカード

○マイナンバーカードの４桁のパスワード、英数字

　６～ 16 文字のパスワード

※パスワードが不明の方は、当日役場１階戸籍住民課

　で再設定できます。

申込方法

役場１階税務課窓口または電話で申し込み

申込期限　12 月 12 日（木）

問い合わせ

○マイナンバーカードの申請、交付について

　戸籍住民課住民係（内線１１２０）

○健康保険証、資格確認書について

　国保年金課国保係（内線１２２０）

　国保年金課医療年金係（内線１２１０）

問い合わせ　税務課住民税係（内線１５３０）

マイナ保険証をお持ちでない方も

これまでどおりの医療にかかれます
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Topicsまちの話題

町教育委員として再任

　10 月１日、現教育委員の松村恵美さんが同日付で
町教育委員に再任され、役場町長室で任命式を行い
ました。任期は、令和 10 年 9 月 30 日までの 4 年
間です。野村町長から任命通知書を受け取った松村
さんは「小さなことにも耳を傾けて、町の子どもた
ちの未来のために精進します」と述べました。

健康づくり講演会を開催

　10 月４日、NPO 法人日本健康加齢推進機構の理事長で
介護予防のための「シルバーリハビリ体操」を考案した
大田仁史さんを講師に迎え、中央公民館で健康づくり講
演会を開催しました。前半は、最期まで人間らしい生き
方をするために大切なことについての講話があり、後半
は、シルバーリハビリ体操を参加者全員で実践しました。

茨城県老人クラブ連合会会長表彰

　９月 20 日、茨城県老人クラブ大会で県老人クラブ
連合会（坂本鉄夫会長）から町老人クラブ連合会（廣
瀬瑞儀会長）、同会に所属する渡邊安男さんが表彰さ
れました。10 月 10 日、中央公民館で表彰状伝達式が
開催され、木瀬副町長から廣瀬会長と渡邊さんに表彰
状が手渡されました。

んだっぺ福祉フェスを開催

　9 月 28 日、町農村環境改善センターで、基幹相談
支援センター主催の「んだっぺ福祉フェス」を開催し
ました。「不動産業の視点で見る地域と福祉の連携」と
題した講演会のほか、お楽しみ抽選会、野菜や手づく
りパンの販売、オハナ子ども食堂、福祉ネイルなどの
ブースもあり、会場は多くの来場者でにぎわいました。

ひとり暮らし高齢者との交歓会を開催

　10 月 2 日、中央公民館大ホールで八千代町民生
委員児童委員協議会主催の「ひとり暮らし高齢者と
の交歓会」を開催しました。当日は、たちばな幼稚
園児との交流や、下妻警察署による防犯講話、よさ
こいと大正琴の演奏披露が行われ、参加者は楽しい
ひとときを過ごしました。

「あくと梨」が銘柄産地に再指定

　10 月８日、筑西合同庁舎で県西農林事務所（中原
健次所長）主催の令和６年度第１回銘柄産地指定証交
付式が開催されました。これは、八千代町産の梨が県
の青果物銘柄産地の再指定を受けたことによるもので
す。交付式当日は、中原所長から木瀬副町長へ指定証
を交付されました。
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

下結城小学校の児童が収穫体験

　10 月 21 日、下結城小学校（横関正俊校長）の６
年生の児童が、ぶどう農家の森美千代さんらの協力の
もと、さと果ぶどう園でシャインマスカットの収穫体
験を行いました。収穫前に行われた試食では、糖度
18 度以上という甘さに驚きの声があがり、児童たち
は目を輝かせながら収穫体験を楽しんでいました。

認知症講演会を開催

　10 月 26 日、中央公民館で認知症講演会を開催し
ました。前半は、アール医療専門職大学准教授の野
村聖子さんによる「フレイル認知症予防の考え方と
ヒント！」と題した講演会、後半は、日本脳活総合
研究所代表で認知症予防管理士の辻元淳志さんによ
る頭と体の健康体操が行われました。

八千代高校の生徒が町へ企画プレゼン

　10 月７日、県立八千代高等学校（榊󠄀原洋子校長）
で、２年次生による「八千代町の課題に対する企画
プレゼンテーション発表会」が行われました。当日は、
６グループの生徒たちから「デジタル農業」「活気あ
る町づくり」などをテーマに、さまざまなアイデア
が盛り込まれたプレゼンがされました。

ふるさとザ談会 ’24 を開催

　10 月 15 日から 21 日にかけて、町内５会場で「ふ
るさとザ談会 ’24」を開催しました。各会場には地
元の町議会議員も出席し、延べ 122 人が参加。町と
参加者の活発な意見交換が行われ、全日程を通して
計 51 件の質問や意見が上がりました。
※内容については、町ホームページに掲載しています。

空き家対策セミナーを開催

　10 月 26 日、住教育インストラクターの須藤直美
さんを講師に招き、中央公民館で空き家セミナーを
実施しました。「知らなきゃマズい！空き家法改正
によるこれからの空き家対策」をテーマに、空き家
の基礎知識や管理の仕方、利活用方法などについて
の講話が行われ、参加者は耳を傾けていました。

人権擁護委員への委嘱状を伝達

　10 月 30 日、役場庁議室で、人権擁護委員に選任さ
れた秋山まゆみさんへの委嘱状伝達式が行われました。
秋山さんの任期は、令和６年７月１日から令和９年６
月 30 日までの３年間です。人権擁護委員は、法務大
臣から委嘱され、地域住民の方々からの人権に関する
相談受け付け、人権啓発活動などを行います。
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広告広告

※下記�分野は初回��分無料!

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日� : � �～�� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

LINE友だち追加相談予約フォーム

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

身近な法律問題のご相談、ご予約随時受付中です。
どうぞお気軽にお問い合わせください。

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言
債務整理/交通事故/相続・遺言債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

優勝した八千代 SS の皆さん

優勝した八千代フェニックスの皆さん

スポーツコーナー 問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果
（敬称略）

■ 24 アールスメロンテニス大会
〔と　き〕10 月６日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会、
　　　　   八千代町テニス連盟

〔主な結果〕
優　勝　上野英明・大滝成子ペア
準優勝　金子赳紘・韮澤寿美子ペア
第３位　濱野洋輔・延岡真由美ペア
第３位　真家由香・松塚奨ペア

■第 83 回八千代町スポーツ少年団ミニ
　バスケットボール大会

〔と　き〕10 月５日（土）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ少年団、
　　　　  八千代町ミニバスケット
　　　　  ボールスポーツ少年団

〔主な結果〕
高学年の部
優　勝　中結城ミニバスケットボール
　　　　スポーツ少年団
準優勝　西豊田ＭＢＣ
第３位　川西ＭＢＣ
低学年の部
優　勝　中結城ミニバスケットボール
　　　　スポーツ少年団
準優勝　西豊田ＭＢＣ
第３位　川西ＭＢＣ

広告

■第 86 回八千代町グラウンド・ゴルフ
　定期大会

〔と　き〕９月 17 日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会、
　　　　  八千代町グラウンド・ゴルフ
　　　　  連盟

〔主な結果〕
男子の部
優　勝　宮田高雄（ＦＧＧ）
準優勝　清水吉雄（さくら）
第３位　内海昌司（健友会）
第４位　小口幸男（若）
第５位　高谷吉尉（若）
女子の部
優　勝　竹垣とよ子（健友会）
準優勝　鈴木きみい（ＴＧＧ）
第３位　小竹政子（ＴＧＧ）
第４位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第５位　大里静枝（さくら）

■しもつまライオンズクラブカップ
　第５回小学生バレーボール交流大会

〔と　き〕９月 23 日（月）
〔ところ〕下妻市立千代川体育館
〔主　催〕しもつまライオンズクラブ、
　　　　 スマイルキッズスポーツ少年団

〔主な結果〕
優　勝　八千代フェニックス

■那珂ＦＣ AnniversaryCUP　U-11
〔と　き〕９月 28 日（土）
〔ところ〕那珂西リバーサイドパーク
　　　　  多目的広場

〔主　催〕ＮＰО法人那珂フットボール
　　　　  クラブ

〔主な結果〕
優　勝　八千代ＳＳ

■第 98 回町民ソフトボール大会
〔と　き〕10 月６日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会、
　　　　   八千代町ソフトボール連盟

〔主な結果〕
優　勝　フェニックス
準優勝　伊勢山ソフトクラブ

優勝した上野・大滝ペア

優勝したフェニックスの皆さん

高学年の部・低学年の部で優勝した
中結城ミニバスケットボール
スポーツ少年団の皆さん

■第１回県西運輸 CUP
〔と　き〕10 月 19 日（土）
〔ところ〕土浦市新治運動公園
〔主　催〕NPO 法人 DSC アカデミー
〔主な結果〕
第３位　八千代ＳＳ
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　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？掲載希望の際は、右下の二次元コードを読み
  取り、応募フォームに氏名等を入力後、画像を１枚
  添付して送信してください。ご応募、お待ちしています。

  対象年齢　生後１～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話等で
　　　　　  お知らせします。
  申込期限　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載　

   問い合わせ
   秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

  笑顔がいいね！写真募集笑顔がいいね！写真募集  

笑顔がいいね !♥

み ん な の 広 場

父　大貴さん
母　唯示さん

諏
す わ

訪　伊
い

吹
ぶ

來
き

ちゃん　
令和５年３月 22 日生まれ

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

　岡
おかもと

本 晃
こうき

輝 さん（安静小６年）

真
まみこ

美子 さん （母）　

いつもたくさんの笑
顔ありがとう。元気で
強い子に育ってね！

　

ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
毎
日
早
く
起

き
て
朝
ご
飯
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
、
帰
っ
て
き
て
つ

か
れ
て
い
る
の
に
夜
ご
飯
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ

く
が
一
番
好
き
な
お
か
ず
は
、
か
ら
あ
げ
で
す
。
や
わ

ら
か
く
て
さ
く
さ
く
で
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
送

り
む
か
え
や
お
昼
ご
飯
の
用
意
を
し
て
く
れ
ま
す
。

家
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
を
て
つ
だ
っ
て
く
れ
た

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
が
つ
ま
ら
な
い
と
き
、
ト
ラ
ン
プ
や
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
と
言
う
と
必
ず
や
っ
て

く
れ
ま
す
。
勝
っ
た
り
負
け
た
り
で
す
が
、
次
は
ど
う

し
た
ら
勝
て
る
の
か
を
考
え
る
の
は
楽
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
お
母
さ
ん

大 好 き な 人
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町長コラム vol.50

中央公民館の建て替えにのぞむ

　八千代町中央公民館は、出会い・ふれあい・
学び合いの場であり、町民の皆さまの文化、学
習活動のための社会教育施設として昭和 49 年
11 月に竣工しました。当町における文化・学習
活動、各種研修会や発表会・はたちのつどいや
総合表彰式などの式典・大規模会議等々ほとん
どがここで行われ、多くの皆さまに親しまれご
利用いただいている町の最重要施設であります。　
　また、当町のランドマークとして、過去に
は 249 組のカップルが結婚式を挙げ結ばれてい
ます。鉄筋コンクリート造 3 階建。改めて、そ
の外観を見ますと、純白、直線的かつシンプル
なデザインであると気づきます。御年、50 歳。
2011 年の東日本大震災による震度 5 強の激し
い揺れに耐えたことから、設計、施工業者の技
術力の高さがうかがえます。現在の利用団体数
は 166 団体。年間利用者数は３万 5 千人以上。
一日平均 100 人以上の方々がさまざまな活動を
展開する母なる施設であると思います。
　さて、何事にも限界というものがあります。
この母なる施設にもその時が迫ってきています。
専門家の診断結果によりますと、改修工事を施

すことでの延命化よりも新築を選択すべきとの
ことであります。私の二期目の公約の一つであ
る「中央公民館の建て替え」。施設の安全性確保、
多様な活動内容に合わせた機能の必要性、財源
確保の目安、適正な設置場所など多角的な方向
から考慮して、その時が来たのではないかと判
断しています。何より「公民館の建て替え」に
ついては、人口動態、負担の公平性など将来展
望を含み、利用される町民の皆さまの声を反映
させたものでなければならないと考えています。
　さしあたり、ご意見をいただくにあたりたた
き台をつくる必要があることから、整備の方向
性等については、現在、公共施設検討委員会委
員の皆さまにお骨折りをいただいております。
私の行政運営は、無駄な出費を抑えコツコツと
貯金し、タイミングを見定め大きな事業に結び
つけるというものです。また、国・県の補助金、
交付金を最大限取り入れ、そこに、ふるさと納
税による寄付金を投入し、皆さまの期待に応え
る一大事業に挑戦したいと考えています。つま
り、町の特産品が重要施設整備の財源の一部と
なるのです。

中
なかむら

村　政
まさいち

一さん
　行政区内や国道 125 線沿いの草取りボランティア
活動をしているほか、花壇コンクールで最優秀賞を
受賞した「菅谷西老人会」の会長を務めています。

Q1. 草取りボランティアを始めたきっかけは？
　会社を退職後、何か社会に貢献できることはないかと考えていたとき、散歩
中に国道沿いで草が生い茂っているのを目にし、草取りを始めました。私の父
親が庭を常にきれいにしていた姿を見て育ったことも影響しています。活動は
もう 10 年ほど続けており、特に背の高い「ヨシ」が気になって取り除いてい
ます。現在は、国道 125 号線だけでなく、行政区内全体で草取りを行い、1 回
で約2㎞を1週間かけて草を取っています。暑い時期は特に草の成長が早いので、
7 ～ 9 月は毎月活動しています。

Q2. 活動を続ける中で、印象に残っているエピソードがあれば教えてください。
　草取りをしていると、地域の方々や通りすがりの人々から温かい言葉をいた
だくことが多く、とても励まされています。「ご苦労様」「体に気をつけてくだ
さい」と声をかけられたり、飲み物を用意してもらったこともあります。また、

「何やってんだ。大変だな！」と冗談交じりの声や、感謝の意を込めたクラクショ
ンを鳴らされることもあります。

Q3. この活動でのやりがいや今後目指していることは何ですか？
　草取りは体力的に大変ですが、活動を続けることで地域の景観が良くなるこ
とに大きな喜びを感じています。現在は、体の続く限り続けたいと思っていま
すが、後継者を育てることも課題だと思います。また、「菅谷西老人会」とし
て花壇コンクールに参加して、最優秀賞を受賞したことも自信につながってい
ます。地域住民 20 人の協力のもと、美しい花壇を作り上げた経験を生かし、
これからも花のある環境づくりを目指したいです。地域の皆さんと力を合わせ
て、緑と花の調和した町づくりに貢献していきたいと考えています。

インタビュー
町民の皆さまを

紹介します！
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お知らせ版お知らせ版
№ 791№ 791

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

日
時　

令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
～
）

場
所　

中
央
公
民
館

※
開
催
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
会
場
内
は
、
対
象
者
（
平
成
16

年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）
の
み
の
入
場
と

な
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

０
２
９
６
‐
48
‐
０
８
８
８

　

親
子
で
楽
し
い
ナ
イ
ト
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
21
日
（
土
）
午
後
５

時
～
７
時

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

①
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

②
サ
イ
エ
ン
ス
工
作
③
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
④
エ
コ
ゲ
ー

ム
な
ど

定
員　

小
学
生
親
子
15
組

参
加
費　

無
料

持
ち
物　
足
元
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
、

防
寒
着

談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
適
切
な
専

門
家
、専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
日
時　

月
～
土
曜
日
（
日
・

祭
日
は
除
く
）　

午
前
10
時
～
午

後
５
時
30
分　
　

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
い
ば
ら
き

　

０
１
２
０
‐
７
８
６
‐
１
８
４

日
時　

12
月
19
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限　

12
月
18
日
（
水
）
午

後
４
時

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

日
時　

12
月
20
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12

月
10
日
、
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、
毎
年
12
月
10
日
が
「
人
権

デ
ー
（Hum

an Rights Day
）」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
法
務
局
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
、
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
全
て
の

人
に
認
め
ら
れ
た
基
本
的
人
権
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
理

解
を
深
め
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

水
戸
地
方
法
務
局　

　

０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

　

日
常
生
活
に
お
け
る
ち
ょ
っ
と

し
た
悩
み
や
困
り
ご
と
、
誰
に
相

談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
い
ば
ら
き
で
は
、
選
任
相

募

集

募

集

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す

く
ら
し
の
困
り
ご
と
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

年末年始休館のお知らせ
   町内の各施設が下記のとおり休館となります。ご不
便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

施設名 休館日 問い合わせ

中央公民館 12/27（金）～ 1/4（土）
1/6（月）

0296-
48-1515

歴史民俗資料館 12/27（金）～ 1/4（土）
1/6（月）

0296-
48-0525

図書館 12/28（土）～ 1/4（土）
1/6（月）

0296-
48-4646

総合体育館
12/28（土）～ 1/4（土）

　1/6（月）

総合体育館
0296-

48-2469

体育センター
各運動公園

テニスコート

12/30（ 月 ）、1/1（ 水 ）、
1/6（月）

※ 12/28（土）～ 1/4（土）、
　は、12/27（金）まで　
　に許可を受けた方のみ　
　利用可

学校施設開放 12/28（土）
～ 1/4（土）

２
０
２
４
ク
リ
ス
マ
ス
サ

イ
エ
ン
ス
参
加
者
募
集

「クリーンポート・きぬ」
年末年始のごみ受け入れ

12/23（月）　
　～ 28（土）

12/29（日）
～ 1/5（日）

搬入
時間

午前９時～ 11 時 45 分
午後１時～４時 30 分

休業
搬入

できる
ごみ

可燃ごみ
不燃ごみ
粗大ごみ

※ 12 月 28 日（土）は、「可燃」「不燃」「粗大」全て搬
　入可能です。受付時間は、午後 4 時 30 分までです。
※ 12 月 30 日（月）、31 日（火）は、委託車のみの搬入
　となります。
〇上記期間は混雑が予想されます。混雑時は、受け付け
　時間内であっても受け入れを終了する場合があります。
〇可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみは必ず分別してください。　　　
〇ごみ搬入時の車両は、構内渋滞および事故防止のため
　2t 車までとし、必ずシートをかけてください。

問い合わせ　クリーンポート・きぬ　℡ 0296-43-8822

TEL 問

TEL 問TEL 問TEL

TEL 問
は
た
ち
の
つ
ど
い
を
開
催

問
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キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
集
う
マ

ル
シ
ェ
を
中
心
に
、
親
子
餅
つ
き

体
験
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
お
子
さ
ま

が
楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
７
年
１
月
４
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場
所　

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
憩
遊
館

主
催　

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
工
房

　

産
業
振
興
課
地
域
振
興
係

　
（
内
線
２
３
１
０
）

新
年
祭
「
グ
リ
ビ
レ
☆KIDS

♪F
E
S
T
I
V
A
L

」
開
催

●人口 21,074 人 (2,005) ●男 11,117 人 (1,477) ●女 9,957 人 (528)
●世帯数 8,431 世帯 (1,735)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 11 月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ

で
申
し
込
み　

　

や
ち
よ
エ
コ
ク
ラ
ブ

　

０
９
０
‐
２
６
２
６
‐
１
９
０
０

日
時　

令
和
７
年
２
月
２
日（
日
）

午
前
７
時
30
分
受
け
付
け
、
午
前

８
時
開
会
（
小
雨
決
行
）　

場
所　

中
結
城
地
区
公
園　

募
集
内
容
　【
小
学
生
の
部
】
１

チ
ー
ム
５
人
（
選
手
４
人
、
補
欠

１
人
）【
中
学
生
・
高
校
生
・
一

般
の
部
】
１
チ
ー
ム
６
人
（
選
手

５
人
、
補
欠
１
人
）

参
加
資
格
　【
小
学
生
・
中
学
生

の
部
】
町
内
在
住
の
児
童
、
生
徒

ま
た
は
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入

者
【
高
校
生
・
一
般
の
部
】
町
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

※
小
学
生
は
、
原
則
４
年
生
以
上

と
な
り
ま
す
。

参
加
費　
【
小
学
生
の
部
】

５
０
０
円
【
中
学
生
・
高
校
生
の

部
】
１
０
０
０
円
【
一
般
の
部
】

３
０
０
０
円

※
参
加
費
は
、
監
督
会
議
時
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

下
記
二
次

元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

申
込
期
限　

令
和
７
年
１
月
22
日

（
水
）
午
後
５
時

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

勤
務
場
所　

下
館
税
務
署
（
筑
西

し
も
だ
て
合
同
庁
舎
）

勤
務
内
容　

①
確
定
申
告
会
場
で

の
ス
マ
ホ
申
告
補
助
な
ど
②
パ
ソ

コ
ン
入
力
、
書
類
整
理
な
ど

期
間　

令
和
７
年
１
月
中
旬
～
３

月
下
旬
ま
で
の
う
ち
１
～
２
カ
月

時
間　

①
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
ま
で
の
６
時
間
30
分
（
休
憩

１
時
間
）、
午
前
11
時
～
午
後
２

時
ま
で
の
３
時
間
（
休
憩
な
し
）

②
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
う
ち

５
時
間
ま
た
は
５
時
間
30
分
（
休

憩
１
時
間
）

時
給　

①
１
０
５
０
円　

②

１
０
３
０
円　

募
集
人
数　

①
19
人
②
27
人　

対
象
者　

ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
人

申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
上
、
写

真
付
き
の
履
歴
書
を
郵
送
し
て
申

し
込
み

    

下
館
税
務
署

　

０
２
９
６
‐
25
‐
３
３
９
０

12 月の納税等
町・県民税（第４期）

国民健康保険税（第６期）
介護保険料（第５期）

後期高齢者医療保険料（第 6 期）
納期限は 12 月 24 日（火）です

税　務　課　（内線 1530）
国保年金課　（内線 1220）
　　　　　    （内線 1210）
福祉介護課　（内線 1320）

問

問

令和６年 12 月２日から救急搬送における
選定療養費の徴収を開始

　茨城県では、救急車を呼んだ時の緊急性が認めら
れない場合に限り、対象となる大病院において選定
療養費の徴収を開始します。選定療養費は、大学病
院とかかりつけ医や地域の診療所などとの機能分担
を図るために病院が徴収する費用であり、救急車の
有料化ではありません。命に関わるような緊急時に
は迷わず救急車を呼んでください。軽い切り傷や擦
り傷のみなど緊急性がない場合は、かかりつけ医や
地域のクリニックなどを受診してください。
徴収対象病院　一般病床 200 床以上の 22 病院

【救急車を呼ぶか迷ったら】
　救急電話相談（おとな #7119、子ども #8000）
へご相談ください。
※詳しくは左記二次元コードの茨城県
　医療政策課のホームページををご覧
　ください。

問い合わせ　茨城県医療政策課　℡ 029-301-2689

問TEL問TEL

TEL

第
50
回
町
民
駅
伝
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
募
集

下
館
税
務
署
短
期
非
常
勤

職
員
募
集

催

し

物

催

し

物

第３回「介護予防教室（ココカラアップ教室 )」
参加者募集

期　　間　令和 7 年１月 10 日（金）～３月 14 日（金）　
　　　　   のうち毎週金曜日【全 10 日】
　　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　※第４回目の１月 31 日（金）のみ午後
　　　　　　１時 30 分～３時
場　　所　中央公民館１階高齢者研修室
対  象  者　町内在住の 65 歳以上の人で、介護認定を
                  受けていない人
定　　員　15 人（先着順、新規申し込み者を優先）
参  加  費　無料
内　　容　薬剤師など各専門職による講話、自宅で
                  行える運動など
　　　　   ※講座の初回と最後に体力測定などの評価
                  　を行います。
申込方法　電話または窓口で申し込み
申込期間　12 月 2 日（月）～ 23 日（月）
問い合わせ   地域包括支援センター（内線１３１０）
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令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
各

種
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
常
任

委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審
議

し
た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

松
村　

恵
美
さ
ん
（
松
山
）

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

番
号
法
等
一
部
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
法
が
一
部
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
内
に
引

用
さ
れ
る
条
項
及
び
文
言
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
12
億
９　

０
２
３
万
６
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
０
５
億
８
１
４
６
万
３　

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
事
業
費
を
含
む
総
務

管
理
費
９
億
５
１
２
４
万
７
千

円
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金

給
付
費
を
含
む
社
会
福
祉
費

６
２
１
４
万
１
千
円
、
予
防
接

種
事
業
費
を
含
む
保
健
衛
生
費

◇
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る

意
見
書
の
提
出

　

国
に
対
し
左
記
の
こ
と
を
要
請

す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

・
中
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急

に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ
ら

な
る
学
級
編
制
標
準
の
引
き
下
げ

等
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
。

・
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間

労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、
加

配
教
員
の
増
員
や
少
人
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
、
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
。

・
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
地
方
財
源

を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長　

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣　

・
文
部
科
学
大
臣

３
８
５
４
万
１
千
円
、
農
業
団

体
等
支
援
事
業
費
、
農
地
基

盤
整
備
事
業
に
よ
り
農
業
費

１
億
９
８
３
３
万
円
、
道
路
維
持

修
繕
事
業
費
に
よ
り
道
路
橋
梁
費

１
６
１
７
万
９
千
円
、
中
学
校
体

育
館
空
調
設
備
設
置
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
料
を
含
む
中
学
校
費

１
２
９
３
万
２
千
円
な
ど
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

◇
６
．
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

契
約
の
締
結

　

消
防
団
第
２
分
団
及
び
第
５
分

団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

に
つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
の
結

果
、
小
池
株
式
会
社
（
古
河
市
）

と
４
６
１
５
万
６
千
円
で
契
約
す

る
も
の
で
す
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９５

令和５年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

　令和６年第３回定例会は、９月 18 日から 27 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部から令和５年度決算をはじめ、補正予算など９議案が
提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
一般質問は９月 25 日と 26 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

● 

議
員
提
出
議
案

● 

決　

算

● 

人　

事

● 

条　

例

● 

契　

約

国に対し意見書を

提出しました

● 

予　

算

地
方
公
共
団
体
の
決
算

　

地
方
公
共
団
体
の
決
算
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
を
基
本
に
収
入
と
支
出
が

整
理
さ
れ
ま
す
。

　

会
計
管
理
者
が
決
算
書
を
作

成
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に

提
出
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
決

算
書
は
監
査
委
員
に
審
査
さ
れ

た
後
、
監
査
委
員
の
意
見
書
と

と
も
に
議
会
に
提
案
さ
れ
、
議

会
は
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。
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◇
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約

の
変
更

　

国
税
で
あ
る
森
林
環
境
税
を
市

町
村
が
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

◇
株
式
会
社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
令
和

５
年
度
決
算

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
株
式
会

社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
事
業
計

画
及
び
決
算
等
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◇
令
和
５
年
度
水
道
事
業
継
続
費

精
算
報
告

　

令
和
４
年
度
か
ら
２
ヶ
年
計
画

事
業
と
し
て
設
定
し
た
配
水
池
耐

震
化
工
事
の
精
算
報
告
を
す
る
も

の
で
、
支
出
済
額
は
２
億
４
９　

９
４
万
２
千
円
で
す
。

◇
令
和
５
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
添
付
し
、
健

全
化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

　

国
の
施
策
と
し
て
、
全
国
の
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
条
件
整

備
を
行
う
意
見
書
を
国
の
関
係
機

関
に
対
し
提
出
す
る
よ
う
要
請
す

る
も
の
で
す
。

【
提
出
者
】

　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　

執
行
委
員
長

　

井
坂　

功
一
さ
ん　

外
85
名

　
　
　
　
　

（
審
議
結
果　

採
択
）

◇
令
和
５
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
３
億
３
７　

３
７
万
７
９
１
５
円
の
う
ち
、
減

債
積
立
金
１
０
８
８
万
４
７
３
６

円
、
建
設
改
良
積
立
金
１
億
５
７　

９
６
万
８
２
１
０
円
を
取
り
崩

し
、
資
本
金
へ
組
み
入
れ
、
当
年

度
純
利
益
１
億
６
８
５
２
万
４
９　

６
９
円
を
建
設
改
良
積
立
金
へ
積

み
立
て
る
も
の
で
す
。

● 

報　

告

● 

請
願
・
陳
情

● 

そ
の
他

● 

専
決
処
分

● 
契　

約

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

上
野　

政
男

審議結果

八千代町国民健康保険条例の一部を改正する
条例

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和５年度八千代町水道事業剰余金の処分に

ついて
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

茨城租税債権管理機構規約の変更について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和５年度八千代町歳入歳出決算の認定につ
いて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案認定

令和５年度八千代町水道事業決算の認定につ
いて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案認定

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー議長は採決に加わらない。

令和６年９月（第３回）定例会　議案 審議結果

　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
は
10

月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
の
専

決
処
分
事
項
の
承
認
及
び
契
約
の

２
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
４
８　

４
万
２
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
０
５
億
９
６
３
０
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
費
に
よ
り
選
挙
費
１
４
８　

４
万
２
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

　
◇
６
．
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業　

太
田
地
区　

排

水
路
護
岸
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

株
式
会
社
磯
建
（
八
千
代
町
）

と
７
０
４
０
万
円
（
税
込
）
で
契

約
す
る
も
の
で
す
。
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員
の
推
薦
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
不
法
投

棄
や
甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
土
地
の
適
正

管
理
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
町
と
し
て
も
職
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
常
的
に
行
い
、

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
と
早
期

発
見
に
努
め
ま
す
。

　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
任
意
団
体
で
あ

り
、
入
会
を
強
制
し
た
り
、
入
学

と
と
も
に
自
動
的
に
入
会
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
町
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
加
入
率
と
、
加
入
し
て
い

な
い
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
加
入
率
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
に
よ
り
小
中
学
校
７

校
全
て
、
令
和
６
年
度
現
在
、
加

入
率
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仕
事
や
家

事
な
ど
の
時
間
を
割
い
て
活
動
す

る
こ
と
や
、
役
員
を
務
め
る
こ
と

へ
の
負
担
感
を
感
じ
る
保
護
者
の

方
が
近
年
増
え
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

の
方
々
と
相
談
し
、
実
情
に
応
じ

て
、
活
動
内
容
や
役
員
の
人
数
の

見
直
し
や
運
営
体
制
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
様
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
加
入
、
未

加
入
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
児
童
生

徒
に
対
し
平
等
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
成
長
に
つ
な
が
る

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
安
心

安
全
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
２
学
期
制
は
、
県

内
44
市
町
村
中
、
27
市
町
村
が
導

入
し
て
い
ま
す
。
２
学
期
制
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
本

町
へ
の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
２
学
期
制
に
つ
い
て

教
育
長　

２
学
期
制
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
ま
ず
、
長
い
学
期
を
生
か
し

て
時
間
的
な
余
裕
を
も
っ
た
教
育

計
画
を
立
て
、
落
ち
着
い
て
学
習

に
取
り
組
め
る
こ
と
。
次
に
、
学

校
行
事
等
を
効
果
的
に
計
画
す
る

こ
と
が
で
き
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
が
推
進
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、

長
期
休
業
日
前
に
行
っ
て
い
た
成

績
関
係
の
事
務
を
長
期
休
業
中
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
先
生

が
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を

よ
り
確
保
で
き
、
児
童
生
徒
の
成

長
や
頑
張
り
を
み
と
り
、
評
価
や

き
め
細
か
な
指
導
に
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
２
学
期
制
に
慣
れ
る

ま
で
、
切
り
替
え
が
難
し
く
児
童

生
徒
の
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
や
す

く
な
る
点
や
、
通
知
表
の
回
数
が

減
る
こ
と
で
、
保
護
者
に
学
習
や

生
活
の
様
子
を
伝
え
る
機
会
が
減

少
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
本
町
で
も
す
で
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
校
長
会
を
中
心

に
来
年
度
導
入
に
向
け
、
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

◇
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
加
入
率
に
つ
い
て

間
企
業
と
締
結
し
た
「
災
害
時
に

お
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
等
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
活
用
し
、

災
害
が
発
生
し
た
初
期
段
階
に
は

各
避
難
所
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
を
設

置
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し

た
段
階
で
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
型
の

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
想
定
を
し
て

い
ま
す
。

◇
不
法
投
棄
に
つ
い
て

　

草
刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
、
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
等
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
土
地
は
不
法

投
棄
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
看

板
設
置
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
罰
金
等
の
対
策
、
皆
の
意
識

と
協
力
で
、
生
活
環
境
を
守
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
町
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町　

長　

現
在
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
・
不
適
正
残
土
事
案
等
に
対

応
す
る
た
め
、
豊
か
な
知
識
・
経

験
を
有
す
る
専
門
職
員
を
採
用
す

べ
く
、
茨
城
県
警
へ
退
職
警
察
職

災
害
時
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
災
害
対
応
時
の
避
難
所

の
ト
イ
レ
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

ト
イ
レ
の
備
蓄
数

は
、
総
合
体
育
館
に
50
基
、
東
中

学
校
と
八
千
代
第
一
中
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
10
基
ず
つ
の
合
計
70
基
を

備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
ト
イ
レ
は
、
組
立
式

の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

建
設
予
定
の
公
共
施

設
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
備
蓄

倉
庫
な
ど
を
設
置
し
、
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

赤
あか

荻
おぎ

 妙
たえ

子
こ

 議員

榎
えの

本
もと

 哲
てつ

朗
ろう

 議員

マンホールトイレ
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注
視
す
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

予
防
接
種
は
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌
と
同

じ
、
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
個
人
の

健
康
を
守
る
と
い
う
の
が
目
的
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

と
副
反
応
等
の
リ
ス
ク
を
比
較
し

て
、
ご
本
人
に
接
種
に
つ
い
て
判

断
を
し
て
い
た
だ
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
自
身
の
価
値
観
等
に
基
づ
き

判
断
で
き
る
よ
う
に
、
引
き
続
き

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
元
医
師
会

を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
お
話
を
聞
き
、
あ
わ
せ
て
丁

寧
に
説
明
を
す
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

　

　

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

に
基
づ
く
申
請
件
数
と
救
済
認
定

者
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

本
町
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康

被
害
と
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て

防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
申

請
件
数
は
、
令
和
６
年
９
月
25
日

現
在
で
４
名
で
す
。
そ
の
４
名
の

う
ち
２
名
が
認
定
さ
れ
、
医
療
費

及
び
医
療
手
当
が
給
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
残
り
の
２
名
に
つ
い
て
は

現
在
、
国
か
ら
の
判
定
結
果
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
定
期
接
種

が
開
始
さ
れ
る
自
己
増
幅
型
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ
プ
リ
コ
ン
ワ

ク
チ
ン
＝
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
）

は
安
全
性
及
び
倫
理
性
に
関
す
る

懸
念
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

令
和
６
年
７
月

２
日
付
け
で
国
か
ら
参
議
院
議
長

に
提
出
さ
れ
た
、
「
参
議
院
議
員

川
田
龍
平
君
提
出
レ
プ
リ
コ
ン
ワ

ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
」
に
よ
る
と
、
レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及
び
安
全

性
等
に
つ
い
て
、
他
の
ワ
ク
チ
ン

と
大
き
な
差
異
は
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
国
の
専
門
家
の
議
論
の
論
点
を

踏
ま
え
、
今
後
と
も
国
の
動
向
を

ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
受
け
、
筑
西
市
、
坂
東

市
と
の
共
催
で
「
恋
す
る
フ
ル
ー

ツ
ガ
ー
デ
ン
」
と
題
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
な
が

ら
恋
活
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

町　

長　

結
婚
支
援
は
、
農
業
や

小
規
模
企
業
の
後
継
者
対
策
の
み

な
ら
ず
、
町
全
体
の
少
子
化
・
人

口
減
少
対
策
と
し
て
進
め
る
べ
き

施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
組
織
改
編
に
つ
い
て
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
手
厚
く
、

踏
み
込
ん
だ
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
商
社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
で
の
実
施
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、
組
織
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
い
た
し
ま
す
。

◇
学
校
教
育
問
題
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
今
後
、
外
国
籍
の
児

童
生
徒
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
日
本

語
が
不
自
由
な
児
童
生
徒
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
指

導
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

　

本
町
の
結
婚
相
談
員
は
、
農
業

後
継
者
及
び
小
規
模
企
業
者
の
配

偶
者
を
確
保
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
、
現
在
は
農
政
課
が
所
管
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

配
偶
者
不
足
は
農
業
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
町
全
体
の
問
題
で
す
。
組

織
改
編
の
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
結

婚
支
援
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

秘
書
公
室
長　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ

の
各
種
助
成
に
加
え
、
本
年
度
か

ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
を
創
設
し
ま
し

た
。
結
婚
に
伴
う
住
宅
の
取
得
費

用
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
引
っ
越

し
費
用
な
ど
に
対
し
て
最
大
で

60
万
円
を
補
助
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

今
年
度
、
い
ば

う
か
。

教
育
長　

中
結
城
小
学
校
と
八
千

代
第
一
中
学
校
で
日
本
語
教
室
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
指
導
内
容
に

関
し
て
は
、
日
本
語
学
習
段
階
を

３
段
階
に
分
け
、
「
サ
バ
イ
バ
ル

日
本
語
」
、
「
日
本
語
基
礎
」
、
「
技

能
別
日
本
語
」
、
「
日
本
語
と
教
科

の
統
合
学
習
」
、
「
教
科
の
補
習
」

と
い
う
５
つ
の
指
導
内
容
に
分
け

て
指
導
し
て
い
ま
す
。
年
度
の
初

め
に
「
特
別
の
教
育
課
程
編
成
・

実
施
計
画
書
」
を
作
成
し
、
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

結

婚

相

談

対

策

に

つ

い

て

増
ます

田
だ

 光
みつ

利
とし

 議員

𠮷
よし

田
だ

 安
やす

夫
お

 議員
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た
ち
の
学
習
に
も
活
用
し
て
お

り
、
学
習
や
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
掲
示
板
等
に
お
い

て
、
特
定
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
誹
謗
中
傷
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

涯
学
習
の
観
点
か
ら
家
庭
教
育
学

級
に
お
い
て
、
親
子
情
報
モ
ラ
ル

教
室
の
開
催
や
青
少
年
相
談
員
を

対
象
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

講
習
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

本
町
で
は
、
中

間
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

事
業
者
の
顔
の
見
え
る
返
礼
品

ペ
ー
ジ
作
り
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
イ
ベ
ン
ト
時
期
に
合
わ
せ
た
メ

ル
マ
ガ
の
配
信
、
ウ
ェ
ブ
広
告
の

積
極
的
な
活
用
、
雑
誌
「
ふ
る
さ

と
納
税
ニ
ッ
ポ
ン
！
」
へ
の
掲
載

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
寄
附
の
増
加

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行

い
ま
し
た
。

町　

長　

昨
年
度
決
算
に
お
け
る

経
常
収
支
比
率
は
、
90
．
５
％
で
、

前
年
度
比
で
、
１
．
８
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た

り
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
企
業
誘
致
や
移
住
・

定
住
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
町
税

の
増
収
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の

見
直
し
や
、
新
規
事
業
に
お
い
て

有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

経
費
を
削
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
、
学
校

や
公
共
施
設
の
再
整
備
な
ど
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
自

主
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、
こ
の
比
率
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　

町
税
収
入
が
過
去
最
高
額
の

30
億
円
を
超
え
た
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
は
22
億
円
を
超
え
、
昨
年
度
よ

り
も
13
億
円
以
上
の
増
収
と
な
っ

令

和

５

年

度

決

算

に

つ

い

て

て
い
ま
す
。
要
因
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
ま
す
。
ま
た
国
民
保
険
特

別
会
計
決
算
の
提
案
理
由
に
、
本

町
の
国
保
の
財
政
運
営
は
厳
し
い

状
況
だ
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
の
経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

町
税
収
入

が
増
加
し
た
要
因
の
一
つ
に
固
定

資
産
税
の
増
収
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
八
千
代
工
業
団
地
の
企
業
に

関
係
す
る
リ
ー
ス
会
社
の
償
却
資

産
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
億
３
千
万
円
を
超
え

る
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
数
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

へ
の
移
行
、
被
用
者
保
険
の
適
用

範
囲
の
拡
大
に
よ
り
被
保
険
者

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
単
年
度
実
質
収
支
は
約

１
億
２
千
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
は
基
金
残
高
の

１
億
円
全
額
を
取
崩
す
見
込
み
で

す
。
令
和
７
年
度
に
税
率
改
正
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

教
育
長　

道
徳
が
現
学
習
指
導
要

領
よ
り
教
科
と
な
り
、
「
考
え
議

論
す
る
道
徳
」
へ
の
質
的
転
換
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
問
題
解
決
的
な
学
習
や

道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体
験
的
な

学
習
な
ど
を
取
り
入
れ
、
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
魅
力
あ
る

学
校
・
学
級
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
活
動
の
充
実
と
し

て
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
縦

割
り
班
で
の
遊
び
や
清
掃
活
動
、

中
学
校
で
は
未
来
の
八
千
代
町
に

つ
い
て
考
え
る
郷
土
学
習
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
な
ど

を
積
極
的
に
認
め
、
自
己
有
用
感

や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
工
夫
を

行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
以
降
、
社
会
生
活
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進

展
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
子
ど
も

小
中
学
校
の
生
涯
教
育
、
道
徳
教
育
、
い
じ
め
問

題
、
八
千
代
町
の
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

道
徳
教
育
と
は
，
児
童
生
徒
が

人
間
と
し
て
一
生
を
通
じ
て
追
及

す
べ
き
人
格
形
成
の
根
幹
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
豊

か
な
心
」
、
「
確
か
な
学
力
」
、
「
健

や
か
な
体
」
の
基
盤
と
も
な
り
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
極

め
て
重
要
で
も
っ
と
も
大
切
な
も

の
で
す
。
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

生
成
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
化
が
進
展
し
、

様
々
な
文
化
や
価
値
観
と
触
れ
る

機
会
が
増
え
、
道
徳
教
育
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
化

が
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
に
伴

い
、
情
報
モ
ラ
ル
や
現
代
的
な
課

題
も
新
た
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
も
増
加
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 安

やす

田
だ

 忠
ただ

司
し

 議員

宮
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志
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子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、

私
た
ち
の
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
る
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中

て
い
く
中
、
学
校
教
育
環
境
の
再

編
成
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

す
。
学
校
を
ど
う
す
る
か
も
大
切

で
す
が
、
一
番
に
考
え
る
べ
き

は
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
環
境

で
学
ぶ
の
が
良
い
か
を
基
準
に
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

現
在
、
八
千
代
町
学
校

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
明
確
な
答
え
が
な
い
。
そ
し

て
、
様
々
な
要
素
が
絡
む
困
難
な

課
題
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
児
童

生
徒
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
よ

く
考
え
て
、
教
育
条
件
の
改
善
の

観
点
を
中
心
に
捉
え
、
提
言
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

提
言
を
踏
ま
え
て
町
の
方
針
を
定

め
、
地
域
の
方
々
、
保
護
者
、
学

校
関
係
者
な
ど
、
住
民
全
体
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
学

校
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け

て
、
魅
力
あ
る
人
間
性
豊
か
な
人

材
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
学
校

を
つ
く
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

子

ど

も

た

ち

の

学

習

環

境

づ

く

り

に

つ

い

て

で
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
達
成
度
指
標
）
の
方
向
性
へ
の

町
の
認
識
と
、
達
成
状
況
に
つ
い

て
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

教
育
長　

教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重
要
達
成
度
指
標
）
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
充
実

や
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
向
け

て
本
町
が
本
気
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
１
人
１
端
末
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
整
備
は
概
ね
達
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
端
末
を
週
３

回
以
上
活
用
す
る
学
校
数
に
つ
い

て
も
、
全
て
の
学
校
で
達
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
次
世
代
の
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
つ
い
て

も
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
将
来
的
に

導
入
で
き
る
よ
う
検
討
し
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
数
が
減
少
し

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

近
い
将
来
の
配
水
管
の
更
新
も
見

据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

次
に
、
基
本
料
金
は
浄
水
場
や

配
水
管
の
整
備
、
水
質
検
査
、メ
ー

タ
ー
検
針
や
料
金
徴
収
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
賄
う
た
め
設
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
水

道
使
用
量
に
よ
っ
て
増
減
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
定
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
低
使
用
料
を
さ
ら
に

細
か
く
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
導
入
し
て
い
る
自
治
体
へ
の

聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
研
究
を
行

い
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
差
押
え
の

状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
本
人
は
10
万
円
、
家
族
は

４
万
５
千
円
ま
で
差
押
え
し
て
は

い
け
な
い
と
さ
れ
る
禁
止
基
準
が

あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

令
和
５
年

　

本
町
で
は
地
下
水
の
揚
水
量
を

１
日
３
４
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
に

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業
の

揚
水
量
は
ど
の
程
度
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

企
業
の
揚
水
量

に
関
し
て
は
、
報
告
を
求
め
る
法

的
根
拠
が
な
い
た
め
、
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
水
道
料
金
は
県
内
で
も

非
常
に
高
額
で
す
。
基
本
料
金
を

０
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
設
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
使
用
料
の
少
な
い

世
帯
の
水
道
料
金
を
値
下
げ
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

水
道
料
金
は
、

水
道
水
を
作
り
、
各
家
庭
に
届
け

る
ま
で
の
経
費
か
ら
算
定
さ
れ
る

た
め
、
住
宅
が
点
在
す
る
地
域
で

は
水
道
管
が
長
く
な
り
、
住
宅
が

密
集
す
る
地
域
に
比
べ
料
金
が
高

度
の
差
押
え
世
帯
数
は
、
38
世
帯

で
し
た
。

町　

長　

本
町
の
町
税
等
の
収
納

率
は
97
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い

収
納
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
税
を
き
ち

ん
と
納
め
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ

で
す
。
こ
う
し
た
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
、
悪
質
な
滞
納
の
場
合
は
、

差
押
え
と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
差
押

え
、
そ
し
て
取
り
立
て
の
際
は
、

き
ち
ん
と
法
律
を
遵
守
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。　

水

道

事

業

に

つ

い

て

赤
あか

塚
つか

 千
ち

夏
なつ

 議員

谷
や

中
なか

 理
り

矩
く

 議員
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益
が
上
が
り
ま
す
、
そ
し
て
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
知
名
度
の

向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。
寄
付
金

の
一
部
は
町
の
財
源
と
な
り
、
子

育
て
や
福
祉
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
使
え
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
財
源
の
乏
し
い
本
町

に
非
常
に
有
効
な
制
度
だ
と
考

え
、
公
約
に
掲
げ
、
財
源
確
保
の

一
つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
、
地
域
商
社
は
な
ま
る

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を
立
ち
上
げ
た
よ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
の
で
し
ょ
う
か
。

町　

長　

行
政
で
は
法
律
、
人
材
、

ス
ピ
ー
ド
感
等
の
問
題
で
出
来
な

い
仕
事
を
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に

担
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
現

在
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
業

務
、
人
材
育
成
、
農
業
の
６
次
産

業
化
、
英
会
話
の
４
つ
を
メ
イ
ン

業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
代
表
取

締
役
は
町
長
ご
本
人
で
す
。
町
長

が
代
表
取
締
役
の
会
社
が
庁
舎
内

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
考
え
る
上

で
、
境
町
の
存
在
は
非
常
に
大
き

い
と
考
え
ま
す
。
境
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
額
は
、
昨
年
度

１
０
０
億
円
に
迫
る
勢
い
で
し

た
。
本
町
と
の
違
い
は
何
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

町　

長　

境
町
と
の
差
は
、
努
力

の
時
間
の
差
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。
境
町
の
橋
本
町
長
は
い
ち
早

く
ふ
る
さ
と
納
税
の
意
義
に
気
づ

き
、
こ
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。　

　

次
に
、
私
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

対
す
る
最
初
の
考
え
は
、
全
国
で

も
有
数
の
産
出
額
を
誇
る
農
業
が

町
の
経
済
を
回
す
と
こ
ろ
に
至
っ

て
い
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
発
想
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

で
寄
付
が
入
れ
ば
、
生
産
者
の
収

に
入
っ
て
い
る
の
は
、
同
意
し
か

ね
ま
す
。
ま
た
、
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
の
代
表
は
、
町
長
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
お
持

ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町　

長　

現
在
は
、
事
務
所
を
構

え
る
場
所
が
な
く
、
家
賃
を
支

払
っ
て
庁
舎
内
に
事
務
所
を
置
い

て
い
ま
す
。
代
表
に
つ
い
て
は
、

い
つ
か
後
進
に
身
を
譲
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ま
す
が
、
ま
ず
は
私

が
責
任
を
持
っ
て
育
て
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　 　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機
関

に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴
え

る
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

議
会
の
豆
知
識

「
定
例
会
と

　
　

臨
時
会
」

　

「
定
例
会
」
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
定
期
的
に
招
集
さ

れ
る
議
会
の
こ
と
で
す
。
地

方
自
治
法
に
よ
っ
て
、
「
毎

年
、
条
例
で
定
め
る
回
数
こ

れ
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
で
は
、
定
例
会
を

年
４
回
（
通
常
で
は
、
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
）
招
集

す
る
こ
と
が
条
例
等
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
臨
時
会
」
は
、
必
要
が

あ
る
と
き
に
、
審
議
す
る
事

件
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
て

招
集
さ
れ
る
議
会
の
こ
と
で

す
。
議
会
の
議
決
が
必
要
と

な
る
案
件
が
あ
り
、
次
の
定

例
会
ま
で
待
つ
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
場
合
に
開
か
れ

ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
傍

聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
団
体
や
学
校
の

社
会
科
見
学
な
ど
に
お
取
り

入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
、
12
月
に

行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６-

48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

簡単な受付で傍聴することができます

大
おお

久
く

保
ぼ

 敏
とし

夫
お

 議員
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去
る
、
10
月
８
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
会
議
員
研
修
視
察
と
し
て
、
長
野
県
宮
田
村
議
会
及
び
山
形
村
議
会
を
視

察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
問
し
た
宮
田
村
議
会
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
議
会
基
本
条
例
の
調
査
研
究
を
開
始
し
、「
議
会
改
革
の
持
続
性
を
担

保
す
る
こ
と
」、「
議
会
自
ら
の
役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
」、「
独
自
性
の
あ
る
条
例
づ
く
り
を
す
る
こ
と
」
を
目
指
す
べ
き
方
向
性

と
し
、
議
会
だ
け
の
ル
ー
ル
づ
く
り
で
は
な
く
、
議
会
を
含
む
む
ら
づ
く
り
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
平
成
25
年
10
月
、
村
長
に
対
し
て
協
働
で
の
条
例
づ
く
り
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
大
学
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
住
民
、
議
会
、

行
政
の
三
者
協
働
で
丁
寧
な
議
論
を
重
ね
、
平
成
28
年
１
月
に
「
宮
田
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
施
行
に
至
り
ま
し
た
。
宮
田

村
議
会
で
は
、
基
本
条
例
の
施
行
後
、
こ
の
条
例
の
各
条
項
を
具
現
化
す
る
こ
と
を
活
動
の
基
軸
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
議
会
改
革

の
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
条
例
18
本
、
規
則
２
本
、
要
項
18
本
、
規
程
４
本
を
運
用
し
て
お
り
、
毎
年
「
議
会
評
価
」

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
樹
木
が
少
し
ず
つ
枝
葉
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
に
不
断
の
改
善
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
宮
田
村
議
会
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
全
国
町
村
議
長
会
か
ら
の
「
町
村
議
会
表
彰
」
や
、
全
国
の
議
会
や
首
長
等
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰

す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
に
お
け
る
「
優
秀
躍
進
賞
」
な
ど
、
様
々
な
賞
を
受
賞
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

二
日
目
に
訪
問
し
た
山
形
村
議
会
で
は
、
議
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
き
た
中
で
、
令
和
４
年

９
月
に
「
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
委
員
会
を
開
い
て
検
討
を
重
ね
、
幅
広
い
世
代
の

村
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
細
部
の
進
め
方
を
「
住
民
と
の
懇
談
を
検
討
す
る
分
科
会
」、「
議
会

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
分
科
会
」、「
議
会
の
情
報
発
信
を
検
討
す
る
分
科
会
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
検
討
し

て
お
り
、
議
会
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
村
民
と
議
員
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
生
活
の
困
り
ご
と
や
村
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
村

民
の
生
の
声
を
聞
く
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
議
会
の
傍
聴
や
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
情

報
を
見
て
も
ら
い
、
村
民
か
ら
議
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
い
た
だ
き
、
そ
の
声
を
で
き
る
限
り
村
政
に
反
映
し
て
い
く
取
り
組
み

も
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
６
月
に
は
、
村
長
と
議
会
議
員
が
地
域
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
討
論
会
を
初
開
催
し
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
や
今
後
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
に
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
解
決
策
を
探
り
ま
し

た
。
山
形
村
議
会
で
は
、
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
の
低
さ
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
現
在
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
改
革
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
活
か
し
、
今
後
、
町
民
の
信
頼
に
応
え
う
る
議
会
の
在
り
方
や
、
議
会
運
営
を
進
め
る
う
え
で
、
大
い
に
参
考
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
研
修
視
察
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
結
び
に
あ
た
り
、
時
間
を
割
い
て
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様

に
対
し
お
礼
を
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
会
議
員
研
修
視
察
報
告

山形村にて山形村議会

議員の皆様と

宮田村議会の議場にて
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  問  い  合  わ  せ  
八千代グリーンビレッジ憩遊館
〒 300-3565   八千代町松本 592 番地

☎ 0296-48-4
よ い ふ ろ

126
管理運営団体：株式会社クリーン工房 ▲公式ホームページ

● 憩遊館● 憩遊館
　温泉施設「やちよ乃湯」は、神経痛や筋肉痛、関節痛など
に効くナトリウム塩化物温泉で、露天風呂やジェットバスも
完備しています。館内には、新鮮な野菜や特産品を販売する
直売所やレストランもあります。

● クラインガルテン八千代● クラインガルテン八千代
　クラインガルテン八千代には、滞在型市民農園と日帰り型
市民農園の 2 種類があります。農園では、家庭菜園やガーデ
ニングを行うことができます。

○温泉施設「やちよ乃湯」○温泉施設「やちよ乃湯」
営業時間：午前 10 時～午後９時
休  館  日：毎月第２・４水曜日（祝日の場合は翌日休館）
○レストラン○レストラン
営業時間：【月～木曜日】午前 11 時～午後２時
　　　　　【金曜日】午前 11 時～午後２時、４時～８時
　　　　　【土日祝日】午前 11 時～午後８時

● キャンプ場● キャンプ場
　林に囲まれたフリーサイトのキャンプ場です。バーベ
キュー設備、ダイニングキッチンとバストイレを完備した貸
し切りコテージもあります。

編
集
発
行
：
八
千
代
町
秘
書
公
室
秘
書
課
　

編
集
発
行
：
八
千
代
町
秘
書
公
室
秘
書
課
　

〒
300-3592

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
菅
谷
1170

番
地

〒
300-3592

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
菅
谷
1170

番
地

☎
0296-48-1111（

代
）　
FAX0296-48-0161

☎
0296-48-1111（

代
）　
FAX0296-48-0161

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow

n.ibaraki-yachiyo.lg.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow

n.ibaraki-yachiyo.lg.jp
11 月 16 日から 17 日にかけて、八千代グリーンビレッジ
憩遊館で株式会社クリーン工房（川鍋大二代表取締役）
主催のイベント「八千代の秋」が開催されました。会場では、
20 店舗を超える飲食ブースの出店、ステージでは、炎を使う
パフォーマンス集団「幻火」をはじめ、大道芸人や
ポールダンサー、大衆演劇名門「若葉劇団」などによる
パフォーマンスが披露され、来場者の目を楽しませていました。
また、町キッチンカーも両日出店し、八千代町産の白菜を
使ったクリームシチューとビーフシチューを提供しました。

▲町公式インスタグラムでも
イベントの様子を掲載中！

八千代グリーンビレッジ憩遊館では
さまざまなイベントを開催しています。

今回はその一部を紹介！


